




キリスト教文化圏の芸術において, 聖書の ｢イエス・キリストの誘惑｣ に端を
発する ｢誘惑｣ の主題は, 非常に重要なものであり, なかでも 『聖アントニウス









作家ギュターヴ・フローベール (1821 - 80) の 『聖アントワーヌの誘惑』 (1874
年) であろう｡ 『ボヴァリー夫人』 などの写実的な作風で知られ, レアリスムの
代表的な作家としてのフローベールという文学史的位置づけからすれば, 確かに
この作品は一般的な意味では彼の代表作と見なされることは多いとはいえない｡
























本稿は, そうした比較文学的観点から, この ｢ヴィジョンの誘惑｣ というテーマ
を考察する試みの一環をなすものである｡ 視覚芸術ジャンルの伝統における ｢誘







が (第一稿), 親しい友人の酷評により未発表となり, 『ボヴァリー夫人』 完成後,
改稿されたが (第二稿) その一部が 『アルティスト』 誌に掲載されるにとどまり,
さらに大幅に改稿されて (決定稿) 1874年に公刊された｡ 作家の死後, 草稿が編
集され, 第一稿及び第二稿が1924年に公刊されることになったが, 決定稿との間
には量的構成的にかなり大きな異同がみられる｡ 上述のように, この作品を受容
した次世代の芸術家たちにとって, この作品は, 何よりも公刊された ｢決定稿｣
であったことは, 間違いのないところであろう｡ そこで, 本稿では対象を ｢決定
稿｣ に絞り, 第１章から第５章のなかでも, この作品に特徴的なヴィジョンから,
次節で述べるようなアプローチによって, その ｢見ること｣ の運動の輪郭が明ら
かになるような部分を中心に, 具体的に分析, 指摘するにとどめる｡ それを前提







えるものとしてのイメージよりも, それを産み出す作用としての ｢見ること｣ の





く興味を惹かれるのは, 様々なかたちで登場するその ｢視線｣ の存在にほかなら
ない｡ しかし, 実際にテクストに現象している視線の様相は, 無秩序なまでに多
様を極めており, ｢見る｣ 行為をだけを扱うと整理の糸口を欠くことになる｡ そ
こで, 指標として, 作品のなかで特に ｢境界｣ の強調されている空間に着目し,
そこに見られる諸様相を分析し, そのことを通じて, 作品にみられる視線の特質
を探っていくことにする｡ 一般に, 場面は, そこで生起する行為の意味や, その
行為を行う主人公の性格を暗示的なかたちで含むと考えられる｡ アントワーヌの
目の前に現出するヴィジョンにおいて, その急激な転換や多義性といったことが
強調されているとすれば, ｢移行｣ あるいは ｢境界性｣ にかかわる空間に着目す
ることで, 逆にアントワーヌの ｢視線｣ のドラマに接近することができるのでは
ないだろうか｡ そして想像力というのが, ｢見る｣ ことの様々な局面にほかなら
ないとすれば, アントワーヌにみられる視覚のドラマは, フローベールにおける




『聖アントワーヌの誘惑』 というテーマは聖性 (sainteté) と誘惑 (tentation)
をめぐって展開される｡ 聖性との関わりにおいて ｢誘惑｣ とはいかなる意味を持
つであろうか｡ この作品での ｢誘惑｣ の構造を考察するに先立って, ｢誘惑｣ の
持つ意味について触れておくことにしたい｡
言うまでもなく tentationは, 動詞 tenterからきている｡ tenterには, ｢試みる｣,
｢誘う｣ という意味があり, ｢誘う｣ という意味が宗教的な意味合いで用いられる
と, ｢罪へ誘う｣ という強い意味が出てくる｡ 通常, 『聖アントワーヌの誘惑』 と
いう題名から想起されるのは, この意味であろう｡ そして, そのとき問題になる
のが, 悪魔や罪に ｢誘､ 惑､ さ､ れ､ る､ (être tenté)｣ アントワーヌの受動性であること
はいうまでもない｡ しかしながら, tenterという動詞には, 古義として, ｢試練
にかける｣ という意味がある｡ この意味を考慮すると, tentationという言葉に,
聖性を希求し ｢己を試練にかける (se tenter)｣ アントワーヌの能動性を読みと
ることができるのである｡ アントワーヌは, 聖性 (＝神になること) を求､ め､ て､ ,
俗界 (＝人間であること) を捨､ て､ る､ ｡ この際, 問題になるのは ｢人間でなくなる
こと｣ であり, その限りでは俗界からの離脱は, 人間ならぬ世界＝異界への接､ 近､
を意味することになる｡ そして, 誘惑とは, 人間とも神とも異質な異界から, 誘､
わ､ れ､ る､ ことにほかならない｡
このように, ｢誘惑｣ のテーマにおいては, 異界からの誘引を被るという受動
的な契機と, 聖性希求の試練としての異界への接近という能動的な契機が, 分か












彼は, まず家を捨てる｡ 地に倒れ伏す母や, 戻ってくるように合図する妹を捨
てる｡ それから, 恋人のアンモナリア｡ ｢彼女の腰のあたりで割れた下衣は風に






ことがないのであるから, これを先程分析に用いた ｢俗界からからの離脱｣ とい
う言葉で呼んでおくことにしよう｡ その彼が最初の住処と定めるは, ファラオン





リアへ赴く隊商によって, そこから救われ, アレクサンドリアで, ディディムス




異界への導師 (initiateur) としての役割を果たしていると考えられる｡ 同様に,
孤独にさいなまれるアントワーヌを誘う, 蠍の群れのような異形の動物たちも,
墓という死の空間において, 彼の, 象徴的な死の体験の同伴者となる｡ また, 彼
を城砦から救い出し, アレクサンドリアに連れて行く隊商の一行は, やはり遠方
の異邦人の相貌を帯びている｡ 彼らとの出会いは, またアントワーヌの, あてど
ない旅との深い関わりを示しているものとして読むこともできよう｡ このように,
アントワーヌは, 死の国 (墓) に接する中間領域としての無人境＝砂漠 (désert)







しかし, 同様に, 彼のところには逆に遠方からの訪問者が数多く訪れては, 立
ち去ってゆく｡ 彼に旅先での話を聞かせる旅人たちは, 異界の報せをもたらすも
のとして, 誘惑者の相貌を帯びている｡ 彼らの旅の話に, アントワーヌは, 旅へ
の欲望をそそられるが出発することはない｡ そしてそのことで, かえって旅人た











ら誘惑が始まっていくのである｡ この作品における ｢聖書｣ の機能とヴィジョン
のかかわりについては, ミシェル・フーコーが考察しており, 基本的な文献となっ









ていくが, そのようなヴィジョンを支え, つなぎ止めているのは, アントワーヌ
の不動性によるのである｡ ヴィジョンの展開は, 彼の内的視覚の進展によるので




唆を与えてくれる｡ 彼は, 過去の自分を想起しあるいは聖書を読んで, 独白とい










これは, まだ, 意志的な過去想起にとどまるので, 単純な構造であるが, アン
トワーヌのヴィジョンが幻覚化するにつれて, この構造は複雑化し, 曖昧になっ
ていく｡ 第２章の冒頭では, 彼の幻覚はかなり進んでおり, 自己のイメージの重
層性も複雑になっている｡ 現実には岩山にいるアントワーヌは眠りに襲われる｡
｢アントワーヌは, 相変わらず瞑目したまま, その無為の姿勢を楽しんでいる｡
そして, 茣蓙の上に手足を拡げている｡｣ (p.49) 茣蓙は, 心地よくなり, 寝台に
なって, 艀に変わってしまう｡ この夢の中で, アレクサンドリアの艀にいるらし
い｡ ｢……とろとろ眠る｡ 彼は, 自分がエジプトの隠者になっている夢を見る｡｣
(p.49) 彼は夢の中で夢見ている｡ しかも, 夢の中で彼が ｢夢見る｣ のは, ｢エジ
プトの隠者｣ である｡ 彼自身, 現実にはテバイスで修行しているわけであるから,
現実の彼自身を, 夢の中の彼が夢見ているのだと考えられる場面である｡ そして
現実の彼が, 茣蓙の上で夢見ているとすれば, 夢見る彼と夢に現れる彼とは区別











えると驢馬の鈴の音が聞こえる｡ そして, 彼は闇の中をのぞき込む｡ ｢アントワー
ヌは, 小径の入口にある巌の上に這いあがる｡ そして屈み込んで闇のなかを凝視
する (en dardant ses yeux dans les ténèbres)｣ (p.47) このアントワーヌの眼差
しは, 強力なものである｡ ほとんど矢か短剣と化した眼 (les yeux) を闇の中に






の形が変わっていく｡ 絶壁の縁の, 黄色い葉を繁らせた棕櫚の老木は, 淵を覗き
こみながら, ふさふさした黒髪をゆらりゆらり動かしている一人の女の胴体にな





れ (un jeu de lumière) のせいだと思う｡ 彼が松明を消すと, 深い闇とともに,
幻影があらわる｡ 先程のアントワーヌの視線は, 既にかなり強い光と化していた｡
松明が照らし出している時には, 自分の見るものが光の戯れではないかと疑う余
地があったが, その光が消えると, 彼は幻覚の恐怖に襲われて, 意識を失ってし
まう｡ やがて正気をとりもどしたアントワーヌは松明を再びともすが, 再び松明
が問題になるのは, 第４章である｡ アントワーヌは迫害された蛇崇拝教徒の秘密
の礼拝儀式の幻覚を見て, 恐怖のため失神する｡ ｢…彼は, 小屋の前の木屑に倒
れる｡ 手から滑り落ちた松明は, 静かにそこで燃えている｡｣ そして, 燃えさか
る炎に身を包まれる裸形仙人が凝視つづける (Ses yeux béants regardent
toujours) 様子を見て立ち上がるアントワーヌは, 松明の火に気づく｡ ｢地面の松




引き起こし, そのために, 異形なイメージが立ち現れる｡ アントワーヌ, 松明を
消す行為には, こうした外光にかかわる両義的な意味が読みとれよう｡ アントワー
ヌの視覚はその存在を意識しないほど, 松明の光によって支配され, それに同化
している｡ ところが, その光は, 異形なイメージを現出させ, アントワーヌを脅
かす｡ こうして, 松明の炎は, 間近にあるが故に, 彼に火傷を負わせることにな




まつわる守護聖人だからである｡ 実際, 当時 ｢聖アントワーヌの火｣ (feu de
Saint Antoine) というと, 流行病 (丹毒や脱疽であるといわれる) のことを指し
ていた｡ この場面には, そのような災厄としての火と, 消火のイメージを読みと
ることができる｡ (５)












この部分は, この作品の中でも, とくに特異な性格を示している｡ 形態的に見
てもかなり特殊である｡ ト書きは, 延々と続く, 幻想的な都市の描写であり, ト
書きの伝統的な規約―舞台における実際的指示機能としての―を逸脱しており,
そればかりか対話まで取り込まれている｡ とりわけ, アントワーヌが, コンスタ
ンチノープルの宮殿で, コンスタンティヌス帝と交わす会話には, そのことが強
く表れている｡ 地の文, 間接話法, 自由間接話法, そして直接話法が混然となっ
て, 登場人物は, この部分以前には形式だけにせよ存在していた演劇的アクショ
ンを奪われ, 場面の中に溶け込むことによって, いわば ｢背景化｣ してしまう｡
ここでは, アレクサンドリア, コンスタンチノープルの宮殿, 伝説的なバビロ
ンの塔が幻覚のうちに出現してくる｡ そして, それらは, 時空を超えて融合して
































皮や, 牛の糞といったものを身につけることは, 異人の持つ, 獣性や汚れとかいっ












彼は, パネウムの丘にいる｡ ｢アントワヌは, アレクサンドリアのパネウムの
丘にいるのだと思う｡ この丘は人が築きあげたもので, その周囲には螺旋階段が
附いて居り, 市街の中心にたっている｣ (p.52)｡ 彼が, 自分のいる空間を, 己の
確信を通じて表明している (Il se croit…) のは, 今述べているような両義性に
よるものと考えられよう｡ まず, この丘が町の中心に建てられていることに注目
すべきであろう｡ アントワーヌは, ここから町全体を視野に収めることができる
のである｡ 同時に, それは, 空へと突出しており, 螺旋階段 (un escalier en




した, 回想の中のパネウムの丘と違って, ここでは, 人工性が強調されている｡
それはこの幻覚の都市空間を支配する特徴でもある｡
(彼の前には, マレオティス湖が拡がり, 右手は海, 左手は野原である｡





























回想のアレクサンドリアでは, 言及される建築物は, ファロス燈台と, パネウ
ムの丘――しかも人工のものだという記述はなかった――の二つだけであった｡
また異種の人間が混合し, 諍いが絶えなかった｡ 人々はひしめきあい, 直接に触








である｡ アントワーヌが一望の下に収めるこの二つの港 (Il embrasse d’un seul
coup d’œil les deux ports) は, 競技場のように円い (ronds tous les deux comme
deux cirques)｡ そしてファロスの燈台は, 頂上に黒い灰が積まれ, 煙を立ててい
















それは, 山羊皮を纏い, 棍棒で身を固めたテバイスの修道僧たちである｡ 彼ら
は異端のアリウス派を殺戮しにきたのである｡ ｢隠者たちは今や市街にはいって






(p.53) 隠者たち (solitaires) は, アレクサンドリアの持つ社会性とは対立的な存







四散したり, 打ち合ったりする｡ しかし, 常に長髪の方の人々がふたたび姿
を現すのである) (p.53)
槍のような武器は, やはり貫入のイメージを持っている｡ 人々は, 今までのよう
に個々に描かれることはなく, 不定型な流動する塊として融合したり分裂したり
する｡ 建築物は, 人工の境界をなすものと考えられたが, その境界が, 端的に破
壊されるのである｡ ｢建物の角から数条の煙が洩れる｡ 入口の扉は飛散し, ほう
ぼうで壁が崩れる｡ 台輪は落ちる｡｣ (p.54) そして, アントワーヌは, この破壊
行為に加わって, 様々な形体の侵害に荷担する｡ 彼は, 自分の仇敵に出会い, あ
らゆる残虐行為を加えて殺す｡ この幻覚に入る直前に彼は群衆に暴力を加えたい
欲望にかられるのだが, 今やそれが実現したわけである｡ また彼らは, 子供を圧
し潰し, 負傷者を打擲する｡ そしてアレクサンドリアの人々の文化的, 消費的な
生活に対する怨恨をはらし, 書籍や絵画など文化財をうちこわす｡ ディディムス
師によって代表される知的営みで特徴づけられていた回想のアレクサンドリアの












を上げているファロスの燈台は, 光源の光を闇の中の船舶に反､ 射､ すると同時に,




こうして, アントワーヌは, アレクサンドリアの境界から眺める (regarder)













う｡ 彼はそれを撮む｡ それから, いくつも部屋が続いているために, 方角が判ら










られ, 玉座の足下には, 二頭の七宝焼の獅子が蹲っている｡ 鳩は歌い獅子は
吼え始めるのである｡…) (P.54)


















テラスは瞰下ろす (dominer) と同時に支配する空間でもある｡ 競馬場を支配






う｡ 馬場の砂は鏡に喩えられる (le sable de l’arène‚ tout blanc‚ brille comme un
miroir)｡ そこにいる華やかな馭者たちや馬は, その白砂に映った鏡像なのだろう
か｡
アントワーヌは, 王の信任をうけ, 様々な意見を求められる｡ 取りなしを頼む
人もある｡ 今や彼は皇帝の寵臣となっているのだ｡ ｢コンスタンティヌス帝は,
その冠を彼の額の上に載せる｡｣ (Constantin lui pose son diadème sur le front)
が, アントワーヌは当然のこととしてそれを戴く｡ このようにして, アントワー
ヌは, 宮廷深く侵入することによって, 支配する (dominer) ものの視線と対面
した｡ そして, 皇帝とともに, 競馬場を瞰下ろす (dominer) 空間に立つことに
よって, 彼とその視線をともにする｡ これとともに, 皇帝とアントワーヌの視線
の同化が始まり, 戴冠によって, その同化は完成する｡
同時に神話的空間への侵犯がおこなわれ, 彼の目の前にネブカドネザル王の宮














人体の形体の欠損, 破壊のイメージがみられる｡ ただしここでの破壊は, 前出の
コンスタンティヌス帝のような帝国支配にとどまらず, より攻撃的, 侵略的な支
配と破壊への欲望と結びついている｡ 支配する視線は攻撃性を帯びてきている｡
ネブカドネザルは, 破壊の妄想に耽っているが, こうした強い欲望は, アントワー





とってしまう｡ それはアントワーヌに浸みこんでいき, こうして, 彼自身
がネブナドネザル王になってしまう｡) (p.56)
そして道徳的逸脱 (débordement, extermination) の果てに, 彼は人間性そのも









第２章の終りで, シバの女王が立ち去った後, 第３章の冒頭で, アントワーヌ
は, 一人の子供を小屋の閾 (seuil) にみとめる｡ 彼は, アントワーヌの昔の弟子
のイラリオンであると名乗る｡ 登場からして境界的な存在であるこの子供は, ア
ントワーヌの苦行の価値を否定し, 彼を知識へと誘い, 彼の信仰をゆるがせよう
とする｡ すでにみたようにアントワーヌにとって, 学問とか知識は, ｢未知なる
もの｣ への接近であり, アレクサンドリアのディディムス師も, その領域の導師
として, 誘惑者の相貌を帯びていた｡ そして, アントワーヌがアレクサンドリア
と学問の探究を捨てて, 苦行に打ち込んでいるように, イラリオンも師の苦行の
意味を否定し, 逆に ｢知識｣ へと彼を誘う｡ 彼は, 以後, 第５章で ｢知識｣ と名
乗って変貌するまで, アントワーヌに様々な光景を見せる存在となる｡
こうして, 第4章の冒頭で, 博識な人々に会わせると言って, イラリオンが,










この空間は, まず不思議な光によって特徴づけられる (La lumière se projette du
fond, merveilleuse comme serait un soleil multicolore.)｡ この部分で, この ｢太
陽のような｣ 光に対応するイメージは, 最後の, ｢壁間｣ に描かれた ｢星宿の図｣
(des constellations peintes sur les mur) であろう｡ しかしここに見られるのは,
夜と昼の対比ではなく, 夜の闇の空間の拡がりのようである｡ というのは, 太陽
に喩えられているにしても, 多色で不思議な光は, 何か人工的な疑似光源を感じ
させるからである｡ この妖光と, バジリカ聖堂 (une basilique) という言葉は,
この作品に出てくるもう一つの basilicを想起させる｡ それは第７章に登場する怪
獣バジリスクスである｡ これはフローベールの記述によれば, ｢三つにわれた頭
のある紫の大きな蛇｣ で, 火の人格化 (Je bois du feu. Le feu, c’est moi ;)
(p.168) とされている｡ この動物は, 伝説では, 人間を殺す危険な視線を放つ,
《邪眼》を持つ怪獣として知られている｡ フローベールの記述でも ｢おれは宝石






言葉は関連性を持っている｡ 怪獣バジリスクスは, ギリシア語 ｢basiliskos=小さ
な王｣ から由来し―これは, この怪獣にある王冠状の斑紋からの連想との説もあ
















いくつも集団ができてうごかないでいる｡ (Au milieu de la foule, des groupes, ç
a et là, stationnent.)｣ (p.72) しかし, やはりセクト間での諍いと, セクト内で
の団結の要求は強まっている (des hurlements de rage, des cris d’amour, des
cantiques et des objurgations) (p.72)｡
アントワーヌは, 彼らの中に ｢女が沢山いるのに気がつく｣ (Il remarque
beacoup de femmes) (p.72)｡ ここで, 新しい区別として性別が導入されている｡
するとその区別を侵犯しようとする者がいる｡ 何人かの女たちは, ｢男装してい




うに考えることができるだろう｡ この物語は, 誘惑の一夜が明け, 空に上がった
｢太陽の円盤のそのなかに, 主イエズス・キリストの御顔が光り輝く (dans le









第５章では, 異神の神々の行列が展開する｡ カルデア人の神, オアンネスが消












やかで, 空は暗青色である｡ 無数の星が瞬いている) (p.125)
ここで, 最後の境域的な都市空間が出現する｡ バビロニアの塔については, す
でに, 第２章ではネブカドネザル王が聖書的な ｢バベルの塔 (la tour de Babel)｣
(p.56) として夢想し, 第４章ではアポロニウスが, 歴史家へロドトスの描く
｢バビロン (Babylone)｣ (p.106) の聖塔に近いイメージで述べていた｡ アポロニ
ウスのいうような ｢礼拝堂 (une chapelle)｣ (p.106) は, この塔にはなく, 代わ
りに白い石柱がたっており, 二人の話に出てくる塔とは微妙に異なっている｡
街は, 夜の闇に沈んでおり, ｢大きな黒い塊｣ としてしか見分ける (distinguer)
ことはできない｡ 実際, この場面では, もはや市街の様相が細部にわたって描か
れることはない｡
特に強調されて描かれているのは, 天空の星と, 森の様子である｡ 天空につい
ては僧侶たちが塔から見る｡
(露台の中央に, 一基の白い石柱が立っている｡ 亜麻布の長衣を着た僧侶た




彼らは天体を ｢打ち眺め｣ ＝観測している (contempler)｡ 同様に, アントワーヌ
も, イラリオンに, 星々の動きを細かく説明されながら宇宙空間に見入る｡ する
と, 逆に, 星々も地球を眺めている (regarder) ことに気づく｡
三十ほど主だった星があるのです｡ 十五の星が大地の上面を眺め, 他の十
五はその下側を眺めています｡… (p.125)
こうして, 相互の見つめあいは, 天空との交流の可能性を暗示している｡ また,






































彼らは ｢並木路のはるか奥の｣ 洞窟に祭られた, 女性生殖器のかたちの女神のた
めに体を売る ｢バビロンの処女たち｣ のところへ向かっている (p.126)｡ ここで
は, 異種性が一つの流れの中で, 強調されればされるほど, 逆に彼らのもつ同じ
様相が際だってくることになっている｡ つまり, 彼らは ｢一様に同じ欲望に駆ら
れて｣ 歩いていくばかりでなく, 大部分が尖った帽子を被っているのだ｡ これば
かりでなく, ｢長い杖を引く｣ ものもいて, 性欲の昂進状態を示している｡ この
ようにして, 国籍, 階級の区別が撤廃されるのである｡ 男性神ベールスだといわ
れている柱, 或いは塔の形態のイメージが支配的であるのだ｡
(糸杉の根元には, 幾人かの女が鹿の皮の上に列を作って蹲っているが,
どの女も紐で編んだ冠を被っている｡ 中には, 壮麗な装いを凝らして, 大声
で通行人に呼びかける女もいる｡ もっと気の弱い女は, 腕で顔を隠している｡
するとその背後から, おそらくその母親であろうが, 相当年輩の女が励まし
ている｡ 顔を全部黒い肩掛で包み, 全裸体になっている女たちもいるが, 遠
くから見ると, 肉の彫像のようである｡ 男が, この女たちの膝の上に金を投
げると, 彼女らは立ち上がる) (p.126)
これに対して, 女性たちは, 木の ｢根元｣ に ｢蹲っている｣｡ 彼女たちは, ｢紐
で編んだ冠を被って (toutes ayant pour diadème une tresse de cordes)｣ (p.126)




(p.126) や, ｢頭を全部黒い肩掛 で包｣ んだり (la tête enveloppée d’un châle
noir) (p.126) さらには, 腕で顔を隠したりするものもいて全体的, 或いは部分
的な肉体の隠蔽がみられる｡ ニュアンスに差があるものの女性性が強調されてい
る｡ また, 乱交を暗示する匿名性への志向も見られる｡ しかし, 女性神の支配領
域である森には, やはり ｢格子垣｣ (treillages) のような透過性のある遮蔽がみ
られることを考慮すると, 侵犯を前提とした区別の強調がうかがえる｡
バジリカ聖堂にも, 女性が数多くいて, 性別という区別の萌芽が見られた｡ そ
の区別を侵犯しようとする試みは, 女性の男装としておこなわれていた｡ これに
対し, ここでは, 性別は, その区別が強調されることを通じて撤廃される｡ 森の
中での乱交で最も根源的な区別である性別が侵犯されることによって, 水平軸の
形態の融合が完成されるのである｡







かの能動性 (activité) を帯びている｡ 見よう (regarder) とすると見えてくる
(voir) のである｡ この点に着目してヴィジョンの展開を検討してみよう｡
アレクサンドリアではアントワーヌは, regarderしたり distinguerすることに
よって, 多くのものを見る｡ regarder, distinguerは境界を設立したり, 形体を完
結させたりする視線である｡ 他にもテキストには, regarder, embrasser d’un seul
coup d’œilという表現が見られた｡ regarderは, 区別することによって, 形体を
保護 (garder) する｡ が同時にそれは監視のニュアンスを帯びていて, それが塔














は, 境界を指示するイメージ群であった｡ そして, アレクサンドリアの幻覚は,
そうした境界指示的イメージの崩壊によって, 終わりをつげる｡ また, そこには,
様々な異なった多数の人種が見られるが, 相互の関係はただ並存しているか, さ
もなければ, 険悪である｡ このように, この場面では, 境界は多重化し, 稠密に
隣接化している｡ しかも, アレクサンドリア―コンスタンティノープル―バビロ















以前の区別は力を失い, 部分的ではあるが, 融合が実現されるのである｡ 境界の
崩壊の進行とともに, 融合も進行し, 第５章で, イラリオンがアントワーヌにみ
せるバビロニアの神, 男性神ベールスの神殿の塔のふもとでは, 融合は全面的な
ものとなり, 男性と女性の区別の撤廃が性交のうちに実現する｡ このバビロニア









６章で, 宇宙空間へ侵入していく時に, アントワーヌは, ｢空は下から壁のよう


















され, 乱交による水平軸の形体侵犯が惹き起こされた｡ これに対して, 塔の上部
では, 天体観測が行われ, 神聖な知識が追求されていた｡ ふもとは, 性欲的なも
のとつながり, 上部は, 聖性を希求しているのである｡ このとき, 塔から天空を




女陰へとむかう｡ この意味で, 水平軸での融合は可能であっても, 逆にそこで展
開される乱交の様相は, ますます, そこからの脱出としての聖性の希求を強め,
塔は, ますます昂進したファロスと化す｡


















＊ 『聖アントワーヌの誘惑』 のテクストは, 	
	
4
La Tentation de saint Antoine, Trois Contes, Paris, Club de l’Honnête Homme, 1972に拠っ
た｡ 引用箇所はこのテクストのページ数で示し, 訳文は, 渡辺一夫訳 『聖アントワヌの
誘惑』 (集英社世界文学全集17集英社, 昭和51年所収) に従った｡ なお, 行論に必要な
場合, 丸括弧内に原文 (語句) を示した｡ また, 同訳では, 主人公の名は, アントワヌ
と表記されているが, 引用文中を除いて, 拙論では, 本邦の文学史, 文学辞典で定着し
ているアントワーヌという表記で統一する｡
註
(１) ｢聖アントニウスの誘惑｣ という主題の文化的, 芸術的な拡がりについては, 北嶋廣
敏 『聖アントニウスの誘惑』 (雪華社, 1984年) が, ｢誘惑図｣ の豊富な図版ともに基
本的な展望を与えてくれる｡
(２) しかし作家作品研究においても, 新批評以降, 単なるレアリスムというレッテルに
は収まりきれない多様な側面が明らかになるにつれて, そのような評価も変わりつつ
ある｡ この作品についていえば, Jeanne Bem,  !"#$% &%
'"%()*%  +,!! !-!!Neuchâtel, Baconnière, 1979が, ３つ
の稿全体を一つのテキストとして, フロイト‐ラカン的な精神分析的なアプローチを
展開した｡ そのような作家作品研究の関心は, その後, 未公刊の自筆草稿を含む生成
研究に向かっており, この作品の３つの稿もその生成過程の一部として比較研究の対






い｡ したがって, そうした作家作品研究の指摘にづいては, 続稿において, 管見の限
りで拙稿の趣旨と関連する範囲で触れるにとどめる｡
(３) マリオ・プラーツ 倉智恒夫・草野重行・土田友則・南條竹則訳 『肉体と死と悪魔―
ロマンティック・アゴニー』 (国書刊行会, 1986年) 原書の初版は1930年に刊行されて
いる｡ Max Milner, +(" !""%.!/ 0123% "417725
1861, José Corti, 1960, 2vol.
(４) ミシェル・フーコー 工藤庸子訳 ｢幻想の図書館｣ (『ミシェル・フーコー思考集成
Ⅱ1964-1967文学・言語・エピステモロジー』 pp.17-59)
(５) 中世ヨーロッパにおける ｢聖アントワーヌの火｣ および聖アントニウスと伝染病の
結びつきについては, 前掲の北嶋廣敏 『聖アントニウスの誘惑』 pp.133-143参照｡
(６) この幻想的な宮殿の描写はジャン・セズネック Jean Seznecの指摘によれば Labarte
の+6"789" 0!!!9"(1861) に依っており, 我々は, セズネックの











, the Warburg Institute,
London, 1949 p.89及びPL.Ⅶ参照｡
(日本文学・文化専攻：准教授)
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